
･災害時の状況と従来型安否確認方法の不安

・安否確認方法の歴史

・安否確認の求められる機能

・機種の参考例

・どの機種で、トライするか

災害時要援護者安否確認について



人間 大半の人は、恐怖を覚え、立っていることが困難になる。

屋内 固定していない家具の大半が移動し倒れるものもある。ドアが開かなくなることも。

木造建物 耐震性の低い住宅では、壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。
壁などに大きなひび割れ・亀裂が入ることがある。
瓦が落下したり、建物が傾いたりすることがある。倒れるものもある。

屋外 壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することがある

地盤 地盤は、地割れが生じることがある。
斜面等は、がけ崩れや地すべりが発生することがある。



災害時の状況と現在の方法の不安

・自分自身の身の安全・家族の安全、家の中の状況、火の始末、出口の確保などなど

・要援護者宅への間、身の安全、火災、道路、電柱、塀など安全確認、余震も

・要援護者宅に到着、状態確認。要救助の場合は?

・状況確認後、その報告先へ 遠い人も

・報告受けた人は停電下、その集計。未報告先への安否確認者を指定、その報告

・停電下（雨、風、雪の場合も）、須郷台公園で集計後、防災拠点へ経過報告と支援要請

上記は、最悪の場合でも、こうなることを避けたい

震度6クラスの地震発生時

・自治会、当委員会として、支援者側の犠牲は許されません。
・一方、当委員会としては「誰一人取り残さない」姿勢















安否確認に求められるポイント
安否確認だけでなく、その後の対策を進めて行くためには、メンバが情報
収集や初期対応が行える機能が必要になります。
そのため、次のような機能を備えたシステムが求められると思います。

自動送信 自動集計 情報共有
対策連携

安否確認者が被災し
たり、夜間に災害が
発生しても、迅速に
初動対応が可能に

エクセルなどで手動
集計などは行う必要
なく、
複数のメンバーがリ
アルタイムで状況把
握する運用が可能に

電話やメールに変わ災
害時でも繋がるコミュ
ニケーション機能があ
れば、集計後にメン
バー全員に、または任
意のメンバーに臨機応
変に連絡が可能に



安否確認システム利用者の課題



安否確認システム提供各社の選定について
安否確認システム提供先は、今まで企業のBCP（事業継続計画）の一環として、
例えば従業員の安否確認を発災時に即座に実施し、対策を講じていく目的で
開発してきた。そのため、費用面は自治会レベルにとっては高額となっている。

しかし、災害時要援護者（災対基本法では避難行動要支援者）の安否確認は
実施努力義務となっていることから、ICT化のなかで、地域向けが開発されて
きていると考え、3月開催された震災対策技術展（毎年開催）を視察した。

同展では、やはり自治体向けシステムのブースもあり、その代表例を下記します。

安否トーク： News - BousaiTalk (bousai-talk.jp)
安否コール： 02安否コール.pdf

･･････4/21メールでお知らせした港北区町内会事例（タウンニュース）
Safetylink ： https://bit.ly/3ftP7o04/



「安否トーク」推薦理由とご検討のお願い
下記の特徴の他、費用面で、自治会レベルでも対応可能と考えています。


